
脳神経外科 

中島 伸 

脳神経外科では主に脳・脊髄腫瘍、脳血管障害、小児脳神経外科、頭部外傷などを扱い、年間手

術件数は 2007年が 366件、2008年が 411件、2009年が 359件、そして昨年が 392件です。 

脳腫瘍については、3 次元画像とニューロナビゲーターを駆使した手術に加え、必要に応じて化

学療法、放射線療法、免疫療法、Ｘナイフ、血管内治療を併用します。また不幸にして末期状態に

なったとしても、個々の患者様の状態に応じて、私どものできる手段を尽くすことを心がけていま

す。 

脳血管障害に対しては、脳卒中内科と協力して 24 時間体制で対応しております。脳卒中の患者

様に対しては、必要に応じて、開頭手術、血管内治療、超急性期血栓溶解療法などの治療手段を選

択し、発症からできるだけ早期にリハビリテーションを開始するとともに、地域連携パスを利用し

て後方病院でのスムーズな治療の継続を図っています。 

一方、当院には日本でも数少ない小児脳神経外科医がいることも特徴で、水頭症や二分脊椎など

先天性疾患の新生児に対する緊急手術も数多く行っています。特に二分脊椎に対しては、手術後や

成人期になってもトータルケアができるように神経因性膀胱の専門医、褥瘡専門看護師、外来看護

師との協力で二分脊椎外来（完全予約制）を行っています。 

頭部外傷については救急医と連携しており、脳神経外科医単独では対応困難な多発外傷に対して

も積極的に受け入れています。個々の外傷患者様の背景や病態は様々ですが、それぞれに最善と考

えられる治療方針をとっています。 

研修医、レジデント教育に力を入れているのも当科の特徴です。毎週の症例検討会のほかに救急

医との合同症例検討会、リハビリテーションカンファレンス、抄読会などを行っています。特に手

術症例検討会においては、レジデントがその週に行った手術のビデオを提示し、手術戦略や個々の

手技の妥当性などを議論する場としています。普段、何気なく行っているセッティングや手術操作

に関しても、言語化を試みることによって、その意味が明確になり、また知識や考え方を皆が共有

できるというメリットがあります。また顕微鏡手術は手術室の外で行う練習が大切なので、医局で

実体顕微鏡を購入し、シリコンモデルや鶏肉を用いた卓上での組織剥離・血管吻合の練習を奨励し

ています。 

学会発表についても活発に行っており、順次、論文化して国内外の医学雑誌に発表しています。 

 脳神経外科では、患者様には「この病院に来て良かった」と言ってもらい、紹介元の先生には「こ

の病院に紹介して良かった」と思ってもらい、そして職員自身も「この病院で働いて良かった」と

感じてもらえるよう、これからも全力を尽くしたいと考えています。（紹介文本文 1118字） 
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第 30回日本脳神経外科コングレス総会、横浜、2010年 5月  

 

埜中正博、永野大輔、馬場庸平、尾崎友彦、中島 伸、山崎麻美：乳児硬膜下血腫の受傷機転の推

測についての検討-事故か, それとも虐待か？-。第 38回日本小児神経外科学会、富山、2010年 6月  

 

埜中正博、寺元千佳、永野大輔、馬場庸平、尾崎友彦、中島 伸、山崎麻美：脊髄髄膜瘤における

出生前診断と分娩形態についての検討。第 38回日本小児神経外科学会、富山、2010年 6月   

 

埜中正博、馬場庸平、尾崎友彦、永野大輔、山際啓典、中島 伸、山崎麻美：脊髄脂肪腫手術にお

ける周術期合併症と術後係留による症状出現の検討。第 38 回日本小児神経外科学会、富山、2010

年 6月 

 

山崎麻美：成人期二分脊椎症患者の抱える医学的問題。第 27 回日本二分脊椎研究会、大阪、2010

年 7月  

 

山崎麻美：虐待による乳幼児頭部外傷～臨床医学と法医学および児童相談所や警察検察との連携～。

第 2回日本子ども虐待医学研究会、小倉（北九州）、2010年 7月  

 

金村米博、正札智子、岡田洋平、岡野栄之、山崎麻美：ヒト神経幹細胞の細胞特性解析とその品質

管理指標。社団法人日本脳神経外科学会第 69回学術集会、福岡、2010年 10月 

 

馬場庸平、埜中正博、永野大輔、角野喜則、山際啓典、押田奈都、山中一功、中島 伸、山崎麻美：

手術計画ソフトウエア“iPlan”による三次元手術計画の有用性と応用。社団法人 日本脳神経外科学

会第 69回学術総会、福岡、2010年 10月  



 

埜中正博、馬場庸平、永野大輔、押田奈都、中島 伸、山崎麻美：係留脊髄に対する外科的治療の

役割と周術期合併症についての検討。社団法人 日本脳神経外科学会第 69回学術総会、福岡、2010

年 10月  

 

中島 伸：いわゆるモンスター患者への対処。日本臨床麻酔科学会、徳島、2010年 11月 

 

埜中正博、馬場庸平、寺元千佳、押田奈都、永野大輔、角野喜則、中島 伸、山崎麻美：小児水頭

症に対する内視鏡治療の選択。第 17回日本神経内視鏡学会、千葉、2010年 12月 
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埜中正博、馬場庸平、永野大輔、尾崎友彦、中島 伸、山崎麻美：乳児期の悪性脳腫瘍に対する集

学的治療。第 38回日本小児神経外科学会、富山、2010年 6月  

 

寺元千佳、埜中正博、尾崎友彦、馬場庸平、永野大輔、山崎麻美：水頭症の子どもたちの就園・就

学に関する調査。第 38回日本小児神経外科学会、富山、2010年 6月  

 

馬場庸平、埜中正博、中島 伸、山崎麻美：CT-MR fusion 3D画像を使用した小児脳神経外科手術

計画の有用性。第 38回日本小児神経外科学会、富山、2010年 6月  

 

馬場庸平、埜中正博、中島 伸、山崎麻美：CT –MR fusion 3D画像を使用した脊髄係留解除術の術

前計画の有用性。第 38回日本小児神経外科学会、富山、2010年 6月 

 

堀部邦男、金村米博：特発性正常水頭症における拡散MRI(ADC value)を用いた tap testの評価。第

69回大阪大学脳神経外科関連施設臨床懇話会、千里（大阪）、2010年 7月 

 

埜中正博、馬場庸平、永野大輔、山際啓典、山崎麻美、中島 伸：上錘体静脈洞を切断しない partial 

presigmoid approach Partial presigmoid approach presigmoid approach preserving the superior petrosal 

sinus.。第 22回日本頭蓋底外科学会、久留米（福岡）、2010年 7月 

 

馬場庸平、埜中正博、中島 伸、山崎麻美：大後頭孔・頭蓋頚椎移行部の外科手術における三次元

再構成CT-MR融合画像を使用した手術計画の有用性。第 22回日本頭蓋底外科学会、久留米（福岡）、

2010年 7月  

 

埜中正博、馬場庸平、押田奈都、永野大輔、角野喜則、中島 伸、山崎麻美：思春期・青年期にお

ける脊髄係留症例の下肢痛、腰痛に対する係留解除術の有用性。第 27 回日本二分脊椎研究会、大

阪、2010年 7月  

 

寺元千佳、埜中正博、馬場庸平、永野大輔、山崎麻美：二分脊椎の子どもたちの就園・就学に関す

る調査を実施して。第 27回日本二分脊椎研究会、大阪、2010年 7月 



 

馬場庸平、埜中正博、押田奈都、中島 伸、山崎麻美：CT-MRI 融合三次元再構成画像を使用した

二分脊椎症手術の手術計画の有用性。第 27回日本二分脊椎研究会、大阪、2010年 7月  

 

埜中正博：ずれにくいマーカーを使用したニューロナビゲーター支援脳腫瘍摘出術。第 15 回日本

脳腫瘍の外科学会、大阪、2010年 10月 

 

山崎麻美：先天性水頭症。社団法人 日本脳神経外科学会第 69回学術総会、福岡、2010年 10月  

 

永野大輔、埜中正博、馬場庸平、角野喜則、押田奈都、山際啓典、山崎麻美、中島 伸： 

ニューロナビゲーター支援手術に用いるためのずれにくいマーカーの開発と臨床応用。社団法人 

日本脳神経外科学会第 69回学術総会、福岡、2010年 10月  

 

山中一功、山際啓典、押田奈都、馬場庸平、永野大輔、角野喜則、中島 伸：頚動脈ステント留置

術（CAS）承認後の protection device の違いによる中長期成績。社団法人 日本脳神経外科学会第

69回学術総会、福岡、2010年 10月 

 

埜中正博、馬場庸平、押田奈都、中島 伸、山崎麻美：内視鏡による治療を実施した頭蓋内嚢胞に

伴う乳児水頭症の 3例。第 28回日本こども病院神経外科医会、千葉、2010年 11月 

 

馬場庸平、押田奈都、埜中正博、中島 伸、山崎麻美：2 歳時にシャント抜去に至った脊髄髄膜瘤

随伴水頭症の 1例。第 28回日本こども病院神経外科医会、千葉、2010年 11月 

 

押田奈都、寺元千佳、埜中正博、馬場庸平、中島 伸、山崎麻美：胎児診断された重度心奇形を合

併する全前脳胞症の 1例。第 28回日本こども病院神経外科医会、千葉、2010年 11月 

 

山中一功、山際啓典、角野喜則、永野大輔、馬場庸平、押田奈都、中島 伸：Neuronavigation 

software“iPlan”による無造影頚動脈 STENT留置術（CAS）。第 26回日本脳神経血管内治療学会、小

倉（北九州）、2010年 11月  

 

山際啓典、山中一功、角野喜則、永野大輔、馬場庸平、押田奈都、金村米博、埜中正博、中島 伸、

山崎麻美：True P-com.AN.に対してコイル塞栓術を行った 5例。第 26回日本脳神経血管内治療学会、

小倉（北九州）、2010年 11月 

 

埜中正博：ずれにくいマーカーを使用してニューロナビゲーター支援下神経膠腫摘出術。第 28 回

日本脳腫瘍学会学術集会、軽井沢、2010年 11月  

 

金村米博：ヒトグリオーマ幹細胞の細胞特性解析と薬剤感受性評価。第 28 回日本脳腫瘍学会学術

集会、軽井沢、2010年 11月 

 



馬場庸平、埜中正博、押田奈都、中島 伸、山崎麻美：神経内視鏡支援下脊髄係留解除手術の有用

性とその工夫。第 17回日本神経内視鏡学会、千葉、2010年 12月  

 

兼松大介、正札智子、山本篤世、伴 千秋、上田孝文、山崎麻美、金村米博：ヒト脱落膜組織から

の間葉系細胞の分離とその特性解析。第 10回日本再生医療学会総会、東京、2011年 3月 

福角勇人、正札智子、兼松大介、山本篤世、水谷美香、末水洋志、中村雅登、山崎麻美、笹井芳樹、

金村米博：ヒト iPS 細胞樹立におけるヒト型細胞外マトリクスの有用性。第 10 回日本再生医療学

会総会、東京、2011年 3月 
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山崎麻美：小児救急医療における虐待による頭部外傷とその対応。第 9回大阪小児救急医療フォー

ラム、大阪、2010年 5月  

 

山崎麻美：虐待による小児頭部外傷の診断と治療。第 40 回新潟小児神経学研究会、新潟、2011 年

2月   
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永野大輔、埜中正博、坂東裕基、上平朝子、白阪琢磨、山崎麻美、中島 伸：生検によって診断確

定に至った進行性多巣性白質脳症の一例。第 71回近畿脳腫瘍研究会、大阪、2010年 4月 

 

永野大輔、埜中正博、坂東裕基、上平朝子、白阪琢磨、山崎麻美、中島 伸：生検によって診断確

定に至った進行性多巣性白質脳症の一例。第 59回日本脳神経外科学会 近畿支部学術集会、大阪、

2010年 4月 

 

押田奈都、埜中正博、角野喜則、永野大輔、馬場庸平、山際啓典、金村米博、山中一功、山崎麻美、

中島 伸：板間層から発生した巨大類上皮腫の一例。第 60 回日本脳神経外科学会近畿支部学術集

会、千里（大阪）、2010年 9月  

 

角野喜則、埜中正博、永野大輔、馬場庸平、押田奈都、山際啓典、金村米博、山中一功、山崎麻美、

中島 伸：覚醒下手術により摘出を行った言語野海綿状血管腫の 2 例。第 60 回日本脳神経外科学

会近畿支部学術集会、千里（大阪）、2010年 9月  
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山際啓典、埜中正博、角野喜則、永野大輔、馬場庸平、押田奈都、金村米博、山中一功、中島 伸、

山崎麻美、櫟原新平、東野正明、林伊吹、川上理郎：頭蓋内に進展した篩骨洞癌に対して trans basal 

approachおよび endonasal approachを用いて腫瘍摘出を行った一例。第 69回大阪大学脳神経外科関

連施設臨床懇話会、千里（大阪）、 2010年 7月 

 

山崎麻美：頭部外傷分析と地域システムの研究。科学技術振興（JST）社会技術研究開発センター

（RISTEX）犯罪からの子どもの安全シンポジウム「子どもたちを虐待からまもる」 東京、2010



年 7月  

 

山崎麻美、埜中正博、馬場庸平、松延 咲、中島 伸：小児虐待による頭部外傷の特徴－事故と虐

待の鑑別。科学技術振興機構（JST）社会技術研究開発センター（RISTEX）犯罪からの子どもの安

全シンポジウム「子どもたちを虐待からまもる」、東京、2010年 12月 
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山中一功：当院における脳卒中搬送患者の現状と頚動脈 STENT 留置術における最近の試み。第 3

回大阪市中央エリア HD連携の会、大阪、2010年 4月 

 

中島 伸：医療安全の基本知識 ～歴史を知る～。国立病院機構近畿ブロック事務所平成 22年度

医療安全管理者養成研修会、大阪、2010年 5月 

 

中島 伸：医療における教育手法について 研修医教育のツール～寺子屋～。平成 22年度国公私

立大学附属病院医療安全セミナー、大阪、2010年 6月 

 

中島 伸：診療部門の現状。国立病院機構近畿ブロック事務所、平成 22年度 2年目事務職研修会、

大阪、2010年 6月 

 

中島 伸：教育を楽しむ。国立病院機構近畿ブロック事務所、平成 22年度 3年目以上看護教員研

修会、大阪、2010年 7月 

 

山崎麻美：小児の脳をめぐる最近の話題。小児内分泌女性医師の会第 1 回セミナー、東京 2010

年 9月  

 

山崎麻美：先天性水頭症と二分脊椎。第 40回小児神経外科学セミナー、神奈川、2010年 9月 

 

中島 伸：プライマリケアに生かす神経学的所見のとり方。平成 22年度日本医師会生涯教育講座

病院実習、大阪、2010年 10月 

 

山崎麻美：救急医療における小児の虐待対応。淀川キリスト病院ブランウン記念講演会、大阪、2010

年 11月 

 

中島 伸：適切な診療録記載。国立病院機構福井病院医療安全研修、敦賀、2010年 11月 

 

中島 伸：医療安全の歴史。国立病院機構近畿ブロック事務所平成 22年度医療安全管理者養成研

修会、大阪、2010年 12月 

 

中島 伸：医療安全の基本知識。国立病院機構近畿ブロック事務所平成 22年度医療安全管理者養

成研修会、大阪、2010年 12月 



 

中島 伸：記者会見の準備。国立病院機構近畿ブロック事務所平成 22年度医療安全管理者養成研

修会、大阪、2010年 12月 

 

中島 伸：医事紛争防止のための工夫。国立病院機構大阪南医療センターサービス向上研修会、河

内長野、2010年 12月 

 

金村米博：神経幹細胞樹立に使用可能な細胞ソースと細胞品質管理および創薬研究への応用。第 10

回ヒューマンサイエンス研究資源バンクセミナー「培養細胞を利用した創薬研究－ここまで進んだ

バリデーション－」、豊中、2011年 1月 

 

山崎麻美：女性医師支援策について。平成 22 年度勤務医部会 第 8～11 ブロック合同懇談会、大

阪、2011年 2月 

 

金村米博：「ヒト多能性幹細胞の臨床応用を可能にする技術開発と課題」培養法、バンク化、細胞

純化など。ヒト多能性幹細胞の医療応用と臨床研究指針の改訂－研究開発と規制のシンクロニーを

目指して－（文部科学省「再生医療の実現化プログラム」関連事業・公開ワークショップ）、神戸、

2011年 2月 

 

金村米博：樹状細胞を用いた悪性グリオーマに対する免疫療法－エレクトロポレーションを用いた

腫瘍抗原導入法の可能性－。第 10 回日本再生医療学会総会ランチョンセミナー「細胞医療の新た

なステージ～Cell Loading Systemの可能性～、東京、2011年 3月 

 

金村米博：幹細胞はこう増える！～幹細胞を治療につかうためには～。科学の進歩が医療を変える

～科学者が語る科学の楽しさ～（関西広域バイオメディカルクラスター成果発表会）、神戸、2011

年 3月 
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山中一功：巨人・木村コーチくも膜下出血で重体。よみうりテレビ「情報ライブ ミヤネ屋」、大

阪、2010年 4月 5日 

  

山中一功：脳卒中の恐怖～巨人・木村コーチ「くも膜下出血」死亡～。よみうりテレビ「情報ライ

ブ ミヤネ屋」、大阪、2010年 4月 7日  

 

山中一功：くも膜下出血の症状・治療法など。よみうりテレビ「かんさい情報ネット ten！ 」、大

阪、2010年 4月 7日  

 

山中一功：くも膜下出血。産経新聞、大阪、2010年 6月 

  

山中一功：「幼い命を救え」～虐待・医療現場の模索～。ニューステラス関西（NHK総合） 



大阪、2010年 6月 23 

 

山崎麻美：幼い命を“科学”で救え～虐待を見分ける現場の模索～。おはよう日本（NHKニュース）、

2010年 7月 15日 

 

山崎麻美：虐待見極めに科学の目。中日新聞、2010年 8月 5日 

 

山崎麻美：幼い命を救え 科学データで浮かび上がる虐待の証し。関西テレビ、大阪、2010 年 8

月 23日 

 

 


